
(57)【要約】

【課題】ＭＦＢ方式のスピーカ装置において、ＭＦＢの

帰還制御を正帰還および負帰還いずれにも連続して自在

に調整可能とする。

【解決手段】音声信号入力を増幅するアンプ１と、アン

プ１の出力信号を音声に変換するスピーカユニット２と

、スピーカユニット２に付属してスピーカユニット２の

振動系の運動を電圧値として検出する検出器３と、検出

器３の出力電圧を調整してアンプ１への帰還量（負帰還

量または正帰還量）を連続可変に設定して出力する帰還

制御回路４とを備える。

【選択図】　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
振 動 系 の 運 動 に 比 例 し た 振 動 情 報 を 、 駆 動 す る ア ン プ に 帰 還 さ せ て 前 記 振 動 系 の 運 動 を 制
御 す る モ ー シ ョ ナ ル ・ フ ィ ー ド バ ッ ク （ Ｍ Ｆ Ｂ ） 方 式 の ス ピ ー カ 装 置 に お い て 、
前 記 振 動 情 報 の 帰 還 量 を 所 定 の 最 大 負 帰 還 量 か ら 所 定 の 最 大 正 帰 還 量 ま で の 範 囲 内 で 任 意
の 値 に 設 定 し て 前 記 ア ン プ に 帰 還 さ せ る 帰 還 制 御 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ス ピ ー カ
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 帰 還 制 御 手 段 は 、 前 記 帰 還 量 を 連 続 的 に 変 化 可 能 に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の ス ピ ー カ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 帰 還 制 御 手 段 は 、 前 記 帰 還 量 を 手 操 作 に よ り 変 化 可 能 に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ス ピ ー カ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 帰 還 制 御 手 段 は 、 前 記 振 動 情 報 を 検 出 す る 検 出 手 段 の 出 力 電 圧 の 位 相 を 反 転 さ せ る 位
相 反 転 手 段 と 、
前 記 検 出 手 段 の 出 力 電 圧 を 正 極 側 端 子 に 入 力 さ せ 、 か つ 位 相 反 転 手 段 の 出 力 電 圧 を 負 極 側
端 子 に 入 力 さ せ て 前 記 帰 還 量 を 調 整 す る 帰 還 量 調 整 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ピ ー カ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 振 動 情 報 は 、 前 記 振 動 系 の 振 動 速 度 、 加 速 度 お よ び 振 幅 の い ず れ か に 比 例 す る 電 圧 値
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ピ ー カ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は ス ピ ー カ 装 置 に 関 し 、 特 に 、 振 動 系 の 運 動 に 比 例 し た 振 動 情 報 を 駆 動 す る ア ン プ
に 帰 還 さ せ る こ と に よ り 、 振 動 系 の 運 動 を 制 御 す る モ ー シ ョ ナ ル ・ フ ィ ー ド バ ッ ク （ Moti
onal Feed Back： Ｍ Ｆ Ｂ と 以 下 略 記 す る ） 方 式 の ス ピ ー カ 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 ス ピ ー カ 装 置 に 期 待 さ れ て い た 改 善 の 方 向 、 及 び ス ピ ー カ 装 置 に 求 め ら れ て い た 技
術 的 課 題 は 、 音 響 特 性 の 改 善 が 主 た る も の で あ り 、 そ の た め 、 そ の 技 術 開 発 の 趨 勢 は 、 音
源 に 忠 実 な 音 質 を 追 求 す る 方 向 に あ る 。 す な わ ち 、 ハ イ フ ァ イ 化 の 方 向 に 向 か っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ス ピ ー カ 装 置 の 音 質 、 特 に 高 音 域 に お け る ス ピ ー カ 装 置 の 歪 み を 改 善 し て 音 質 を 向 上 す る
有 力 な 技 術 と し て は 、 従 来 か ら 、 ス ピ ー カ の 振 動 系 の 運 動 に 比 例 し た 電 圧 を 、 駆 動 系 で あ
る ア ン プ に 負 帰 還 す る こ と に よ り 、 前 記 振 動 系 の 運 動 を 制 御 す る Ｍ Ｆ Ｂ 方 式 の ス ピ ー カ 装
置 の 制 御 方 法 が 周 知 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 １ は 、 従 来 の Ｍ Ｆ Ｂ 方 式 の 制 御 方 法 を 採 用 し た ス ピ ー カ 装 置 の 回 路 構 成 の 一 例 を 示 す 回
路 図 で あ る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ ） 。
図 １ に お い て 、 ボ イ ス コ イ ル １ ０ １ は 、 音 声 信 号 入 力 を 増 幅 す る 出 力 増 幅 器 １ ０ ３ か ら の
出 力 電 圧 に よ り 駆 動 す る が 、 こ の ボ イ ス コ イ ル １ ０ １ に よ り 生 じ た 機 械 振 動 に 比 例 す る 電
圧 値 は 、 ピ ッ ク ア ッ プ コ イ ル １ ０ ４ に よ り 検 出 さ れ て 、 上 記 の 出 力 増 幅 器 １ ０ ３ に 負 帰 還
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
従 来 の Ｍ Ｆ Ｂ 方 式 の ス ピ ー カ 装 置 の 場 合 、 特 定 の ス ピ ー カ 装 置 に 対 す る 特 定 の ア ン プ （ ス
ピ ー カ 装 置 製 造 メ ー カ の 純 正 ア ン プ ） に 対 し て 予 め 調 整 さ れ た 所 定 の 帰 還 量 が 入 力 さ れ る
構 成 で あ る の で 、 ユ ー ザ が 勝 手 に 非 純 正 ア ン プ に 取 り 替 え る と 、 音 響 特 性 が 変 化 し て し ま
う と い う 問 題 が あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 問 題 を 解 決 す る 技 術 と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 １ で は 、 ア ン プ 及 び ボ イ ス コ イ ル を 二 重
化 し 、 第 １ の ア ン プ は 入 力 音 声 を 増 幅 し て ス ピ ー カ の 第 １ の ボ イ ス コ イ ル に 出 力 し 、 第 ２
の ア ン プ は 振 動 情 報 検 出 手 段 よ り 出 力 さ れ た 信 号 を 増 幅 し て 、 第 ２ の ボ イ ス コ イ ル に 帰 還
を か け る ス ピ ー カ 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ８ ７ ２ ９ ３ 号 公 報 （ 全 般 ）
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
中 島 　 平 太 郎 著 、 「 ハ イ フ ァ イ ス ピ ー カ 」 、 日 本 放 送 出 版 協 会 、 昭 和 ５ ０ 年 ５ 月 ２ ０ 日 、
第 ２ ２ ６ － ２ ２ ７ 頁 、 第 ９ － １ １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 Ｍ Ｆ Ｂ 方 式 に は 、 振 幅 型 Ｍ Ｆ Ｂ 、 速 度 型 Ｍ Ｆ Ｂ 、 加 速 度 型 Ｍ Ｆ Ｂ の ３ 種 類 の 制
御 方 式 が あ る 。 こ れ ら の 制 御 方 式 は 各 々 振 幅 、 速 度 、 加 速 度 に 比 例 し た 電 圧 を 帰 還 す る も
の で あ り 、 そ れ ぞ れ 特 徴 あ る 音 圧 特 性 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
Ｍ Ｆ Ｂ 方 式 の ス ピ ー カ 装 置 の 音 圧 特 性 と し て 基 本 と な る ス ピ ー カ 装 置 の 総 合 利 得 Ｇ ｏ は 、
図 ２ に 示 す よ う に 、 ア ン プ の 利 得 を Ｇ ａ と し 、 ス ピ ー カ の 帰 還 電 圧 利 得 を Ｇ ｓ と し 、 帰 還
回 路 の 利 得 を β と す る と 、 以 下 の （ １ ） 式 で 表 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 数 １ 】
　
　
【 ０ ０ １ ２ 】
な お 、 （ １ ） 式 に お い て 、 Ｅ ｖ は ス ピ ー カ へ の 入 力 電 圧 、 Ｅ ｉ は 入 力 端 子 の 音 声 信 号 入 力
電 圧 、 Ｅ ｓ は ス ピ ー カ か ら の 出 力 電 圧 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
次 に 、 上 述 の 各 制 御 方 式 の 特 徴 を 説 明 す る 。
速 度 型 Ｍ Ｆ Ｂ は 、 Ｑ （ 肩 特 性 ） の み 変 化 し 負 帰 還 量 が 多 い ほ ど Ｑ が 低 下 す る 。 こ れ は 機 械
抵 抗 が 増 加 し た の と 同 様 の 効 果 で あ り 、 ダ ン ピ ン グ の 制 御 に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
加 速 度 型 Ｍ Ｆ Ｂ は 、 変 化 す る フ ァ ク タ ー が 多 く 、 ｆ ０ は １ ／ √ 負 帰 還 量 、 Ｑ は √ 負 帰 還 量
倍 、 音 圧 は １ ／ 負 帰 還 量 に 変 化 す る 。 す な わ ち 、 負 帰 還 量 が 多 く な る と 音 圧 は 低 下 し 、 低
音 再 生 限 界 が 広 く な る 。 こ れ は 、 振 動 系 の 質 量 を 帰 還 量 倍 に し た の と 同 様 の 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
振 幅 型 Ｍ Ｆ Ｂ は 、 ｆ ０ お よ び Ｑ が と も に 変 化 す る 方 式 で あ り 、 と も に √ 負 帰 還 量 倍 に 変 化
す る 。 こ れ は サ ス ペ ン シ ョ ン を 堅 く し た り 、 キ ャ ビ ネ ッ ト を 小 さ く し た の と 同 様 の 効 果 が
あ り 、 正 帰 還 を 用 い る と 用 い る と 逆 の 効 果 が 生 じ 、 ｆ ０ お よ び Ｑ が 低 下 し 、 低 音 再 生 限 界
が 広 く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 述 の よ う に 、 Ｍ Ｆ Ｂ の 制 御 方 式 に よ っ て そ れ ぞ れ 異 な っ た 特 徴 が あ り 、 こ れ ら ３ 種 類 の
Ｍ Ｆ Ｂ の 制 御 方 式 を 組 み 合 わ せ て 制 御 す る こ と に よ り 、 低 域 再 生 帯 域 の 拡 大 、 低 域 肩 特 性
（ Ｑ ） の 制 御 、 低 域 振 幅 制 限 な ど が で き 、 例 え ば 、 ｆ ０ （ 最 低 共 振 周 波 数 ） の 肩 特 性 （ Ｑ
） の 制 御 で は 、 正 帰 還 で Ｑ が 大 き く な り 、 負 帰 還 で Ｑ が 小 さ く な る 。 こ の 変 化 は 、 低 域 で
の 音 色 の 制 御 に 効 果 的 で あ る 。
ま た 、 低 域 の 再 生 帯 域 の 拡 大 に は 、 振 幅 型 Ｍ Ｆ Ｂ の 正 帰 還 と 加 速 度 型 Ｍ Ｆ Ｂ の 負 帰 還 と を
調 整 す る こ と が 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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こ の た め 、 製 造 さ れ た ス ピ ー カ の 個 体 の 音 響 特 性 を そ れ ぞ れ の 個 体 の 特 性 に 応 じ て 調 整 す
る 場 合 な ど 、 ス ピ ー カ 装 置 の 特 性 の 調 整 に お い て は 、 Ｍ Ｆ Ｂ の 帰 還 制 御 を 正 帰 還 お よ び 負
帰 還 を 連 続 し て 行 う こ と が で き る よ う に す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
と こ ろ が 、 Ｍ Ｆ Ｂ 方 式 の 制 御 方 法 を 採 用 し た 従 来 の ス ピ ー カ 装 置 で は 、 Ｍ Ｆ Ｂ の 帰 還 制 御
で は 正 帰 還 あ る い は 負 帰 還 の い ず れ か 一 方 に 予 め 設 定 さ れ て い る も の で あ り 、 Ｍ Ｆ Ｂ の 帰
還 制 御 を 正 帰 還 お よ び 負 帰 還 を 連 続 し て 行 う こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
さ ら に 、 音 源 の 種 類 、 曲 目 等 や ス ピ ー カ 装 置 の 設 置 さ れ た 部 屋 の 状 態 等 に 合 わ せ て 音 色 （
特 に 低 音 の 音 色 ） を 調 整 可 能 な よ う に 、 ユ ー ザ の 手 操 作 に よ り Ｍ Ｆ Ｂ の 帰 還 制 御 を 正 帰 還
お よ び 負 帰 還 を 連 続 し て 行 う こ と が で き る よ う に す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 と し て は 、 Ｍ Ｆ Ｂ 方 式 の ス ピ ー カ 装 置 に お い て 、 Ｍ Ｆ Ｂ の
帰 還 制 御 を 正 帰 還 お よ び 負 帰 還 い ず れ に も 連 続 し て 自 在 に 調 整 可 能 と す る こ と が 一 例 と し
て 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 記 載 し た 発 明 は 、 振 動 系 の 運 動 に 比 例 し た 振 動 情 報 を 、 駆 動 す る ア ン プ に 帰 還
さ せ て 前 記 振 動 系 の 運 動 を 制 御 す る モ ー シ ョ ナ ル ・ フ ィ ー ド バ ッ ク （ Ｍ Ｆ Ｂ ） 方 式 の ス ピ
ー カ 装 置 に お い て 、 前 記 振 動 情 報 の 帰 還 量 を 所 定 の 最 大 負 帰 還 量 か ら 所 定 の 最 大 正 帰 還 量
ま で の 範 囲 内 で 任 意 の 値 に 設 定 し て 前 記 ア ン プ に 帰 還 さ せ る 帰 還 制 御 手 段 を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の ス ピ ー カ 装 置 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 図
３ は 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 の ス ピ ー カ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 実 施 の 形 態 の ス ピ ー カ 装 置 １ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 外 部 か ら 入 力 さ れ た 音 声 信 号 入
力 ５ を 増 幅 す る ア ン プ １ と 、 ア ン プ １ の 出 力 信 号 を 音 声 に 変 換 す る ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト ２ と
、 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト ２ に 付 属 し て ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト ２ の 振 動 系 の 運 動 を 電 圧 値 と し て 検 出
す る 検 出 器 ３ （ 検 出 手 段 ） と 、 検 出 器 ３ の 出 力 電 圧 を 調 整 し て ア ン プ １ へ の 帰 還 量 （ 負 帰
還 量 、 ま た は 正 帰 還 量 ） を 連 続 可 変 に 設 定 し て 出 力 す る 帰 還 制 御 回 路 ４ （ 帰 還 制 御 手 段 ）
と か ら な り 、 こ の 帰 還 制 御 回 路 ４ は 、 検 出 器 ３ の 出 力 電 圧 の 位 相 を 反 転 さ せ る 位 相 反 転 器
４ １ （ 位 相 反 転 手 段 ） と 、 検 出 器 ３ の 出 力 電 圧 を 正 極 （ ＋ ） 側 端 子 に 入 力 し 、 か つ 位 相 反
転 器 ４ １ の 出 力 電 圧 を 負 極 （ － ） 側 端 子 に 入 力 す る 可 変 抵 抗 器 ４ ２ （ 帰 還 量 調 整 手 段 ） と
を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト ２ と し て は 、 磁 気 回 路 内 で ボ イ ス コ イ ル に 電 磁 駆 動 を 与 え る こ と に よ り
、 ボ イ ス コ イ ル が 振 動 板 と 一 体 と な っ た 振 動 系 が 運 動 し 、 音 声 が 再 生 さ れ る ダ イ ナ ミ ッ ク
ス ピ ー カ が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ４ は 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 の ス ピ ー カ 装 置 の 可 変 抵 抗 器 ４ ２ の 具 体 的 な 回 路 を 示 す
図 で あ り 、 （ ａ ） は 最 大 正 帰 還 量 が 得 ら れ る 場 合 を 示 し 、 （ ｂ ） は 中 立 的 な 帰 還 量 が 得 ら
れ る 場 合 を 示 し 、 （ ｃ ） は 最 大 負 帰 還 量 が 得 ら れ る 場 合 を 示 す 。
以 下 、 図 ３ お よ び 図 ４ を 参 照 し て 、 本 実 施 の 形 態 の ス ピ ー カ 装 置 の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ア ン プ １ は 、 ス ピ ー カ 装 置 の 外 部 か ら 入 力 さ れ た 音 声 信 号 入 力 ５ を 増 幅 し て 出 力 す る 。 こ
の ア ン プ １ に は 、 上 記 の 音 声 信 号 入 力 ５ の 他 に 、 帰 還 制 御 回 路 ４ か ら の 所 定 の 帰 還 量 が 入
力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト ２ に ア ン プ １ の 出 力 が 入 力 さ れ て 、 そ の 振 動 系 の 運 動 を 生 じ せ し め 、 音
響 エ ネ ル ギ ー が 放 射 さ れ て 音 声 が 再 生 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
検 出 器 ３ は 、 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト ２ に 付 属 す る 要 素 で あ り 、 ア ン プ １ に 帰 還 す る 帰 還 量 の 元
に な る 電 圧 値 と し て 、 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト ２ の 振 動 系 の 運 動 を 電 圧 値 と し て 検 出 す る が 、 こ
の 振 動 系 の 運 動 に 比 例 し た 電 圧 値 の 検 出 を 担 う 構 成 要 素 と し て は 、 ボ イ ス コ イ ル を 使 用 す
る ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト の 場 合 、 検 出 用 の コ イ ル 、 圧 電 素 子 、 及 び マ イ ク ロ フ ォ ン 等 の 使 用 が
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 ホ ー ン 型 の ス ピ ー カ の 場 合 は 、 静 電 形 検 出 器 等 の 使 用 が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 振 動
系 の 運 動 の 物 理 的 な 属 性 と し て は 、 ボ イ ス コ イ ル の 運 動 の 振 幅 の 他 に 、 ボ イ ス コ イ ル の 運
動 速 度 や 加 速 度 な ど を 検 出 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
帰 還 制 御 回 路 ４ は 、 検 出 器 ３ の 出 力 電 圧 を 調 整 し て ア ン プ １ へ の 所 定 の 帰 還 量 に 変 換 す る
が 、 手 動 で 操 作 可 能 な 可 変 抵 抗 器 ４ ２ の 出 力 点 の 出 力 電 圧 （ 電 位 ） は 、 す な わ ち ア ン プ １
へ の 所 定 の 帰 還 量 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
位 相 反 転 器 ４ １ と 可 変 抵 抗 器 ４ ２ を 結 ぶ 閉 回 路 内 に は ル ー プ 電 流 は 流 れ な い が 、 可 変 抵 抗
器 ４ ２ の 外 部 に 流 出 す る 電 流 は 零 で は な い の で 、 可 変 抵 抗 器 ４ ２ の 正 極 （ ＋ ） 側 端 子 と 出
力 点 間 、 お よ び 負 極 側 端 子 と 出 力 点 間 で 電 圧 降 下 が 生 じ 、 そ の 出 力 点 で は 両 者 の 差 電 圧 に
相 当 す る 電 位 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の 可 変 抵 抗 器 ４ ２ の 出 力 点 が 、 最 上 端 （ す な わ ち 、 正 極 （ ＋ ） 側 端 子 に 近 い 側 ） に ま で
引 き 上 げ ら れ た 場 合 は 最 大 正 帰 還 量 が （ 図 ４ （ ａ ） 参 照 ） 、 ま た 、 最 上 端 か ら 最 下 端 に 至
る 中 間 地 点 に 位 置 す る 場 合 は 中 立 的 な 帰 還 量 が （ 図 ４ （ ｂ ） 参 照 ） 、 さ ら に 、 最 下 端 （ す
な わ ち 、 負 極 （ － ） 側 端 子 に 近 い 側 ） に ま で 引 き 下 げ ら れ た 場 合 は 最 大 負 帰 還 量 が （ 図 ４
（ ｃ ） 参 照 ） 、 そ れ ぞ れ ア ン プ １ に 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の 出 力 点 を 例 え ば 、 ユ ー ザ 自 身 の 手 操 作 に よ り 、 最 上 端 か ら 最 下 端 の 範 囲 内 で 移 動 さ せ
る こ と に よ り 、 ア ン プ １ に 与 え る 帰 還 量 を 、 最 大 負 帰 還 量 か ら 最 大 正 帰 還 量 ま で の 範 囲 内
で 連 続 的 に 変 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
す な わ ち 、 ユ ー ザ は 、 可 変 抵 抗 器 ４ ２ を 手 動 で 操 作 す る こ と に よ り 、 ア ン プ １ へ の 帰 還 量
を 最 大 負 帰 還 量 か ら 最 大 正 帰 還 量 ま で の 範 囲 内 で 任 意 に 選 択 し て 設 定 す る こ と が 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 検 出 器 ３ が 出 力 す る 電 圧 値 を 、 ア ン プ １ に 帰 還 す る 負 帰 還 量 の 元
に な る 電 圧 値 と し た が 、 こ れ を ア ン プ １ に 帰 還 す る 正 帰 還 量 の 元 に な る 電 圧 値 と す る こ と
も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る ス ピ ー カ 装 置 １ ０ は 、 振 動 系 の 運 動 に 比 例 し た 振 動 情
報 を 、 駆 動 す る ア ン プ １ に 帰 還 さ せ て 振 動 系 の 運 動 を 制 御 す る モ ー シ ョ ナ ル ・ フ ィ ー ド バ
ッ ク （ Ｍ Ｆ Ｂ ） 方 式 の ス ピ ー カ 装 置 １ ０ で あ り 、 振 動 情 報 の 帰 還 量 を 所 定 の 最 大 負 帰 還 量
か ら 所 定 の 最 大 正 帰 還 量 ま で の 範 囲 内 で 任 意 の 値 に 設 定 し て ア ン プ １ に 帰 還 さ せ る 帰 還 制
御 回 路 ４ （ 帰 還 制 御 手 段 ） を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ れ に よ り 、 ア ン プ １ へ の 帰 還 量 を 最 大 負 帰 還 量 か ら 最 大 正 帰 還 量 ま で の 範 囲 内 で 任 意 に
選 択 し て 設 定 す る こ と が で き る の で 、 製 造 さ れ た ス ピ ー カ の 個 体 の 音 響 特 性 を そ れ ぞ れ の
個 体 の 特 性 に 応 じ て 調 整 す る 等 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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ま た 、 例 え ば ユ ー ザ 自 身 が 手 操 作 に よ り Ｍ Ｆ Ｂ の 帰 還 制 御 を 正 帰 還 お よ び 負 帰 還 を 連 続 し
て 行 う こ と が で き る の で 、 音 源 の 種 類 、 曲 目 等 や ス ピ ー カ 装 置 の 設 置 さ れ た 部 屋 の 状 態 等
に 合 わ せ て 音 色 （ 特 に 低 音 の 音 色 ） を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 の ス ピ ー カ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 の ス ピ ー カ 装 置 の 可 変 抵 抗 器 の 具 体 的 な 回 路 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の Ｍ Ｆ Ｂ 方 式 の ス ピ ー カ 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の Ｍ Ｆ Ｂ 方 式 の ス ピ ー カ 装 置 の 音 圧 特 性 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ア ン プ
２ 　 ス ピ ー カ ユ ニ ッ ト
３ 　 検 出 器
４ 　 帰 還 制 御 回 路
４ １ 　 位 相 反 転 器
４ ２ 　 可 変 抵 抗 器
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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